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現代 ブー タンにお け る聖俗 の境 界 一チャムの担い手とその変遷一

宮本万里

1.グ ル の足跡 をた どる道:仮 頭舞 踊チ ャム

ブータン憲法(2008年 公布)に おいて仏教

は 「国の精神的遺産」 と位置づ け られてい る。

17世 紀 にブータンの国土を初めて政治的に統

一 したのは
、チベ ッ ト仏教 のカギュ派の一派 で

ある ドウク派の座主 ンガワン・ナムギャルであ

った。それ以来ブータンはチベ ッ ト仏教文化圏

の諸国の 中で ドゥク派の国 として位置づ け ら

れてきた。

しか し、ブータンに仏教が伝来 したのはずっ

と以前の ことだ。それ はお よそ7世 紀 にさかの

ぼ り、本格的導入は さらにその1世 紀後 、チベ

ッ ト・ブー タンでは第二 の仏 陀 として位置づ け

られ るグル ・リンポチェがブー タンを訪れ た時

のことである。グル ・リンポチ ェは、当時か ら
図1ヒ マーラヤ の仏教 王国ブータン

イ ン ドやチベ ッ トでは よく知 られた高僧であ り、その霊力 と名声は ヒマーラヤの奥深 く、現在の

ブー タン中央部 まで届

いていた。

このグル ・リンポチ

ェのブータ ン来訪 に関

しては、国内に様 々な

逸話 が残 されてい る。

ブータ ンの人々 に とっ

て彼 の足跡 をた どる方

法の一つは、各地 に残

された聖跡、つ ま りグ

ルが瞑想 した洞穴や岩

に残 された手や足や頭

や男根、 あるい は杖 の

写真1僧 院 の壁に掛 けられたタンカ。中央にパッチワ・一クで大きく描かれている

の がグル ・リンポチェ。(2009年 宮本撮影)

57



跡 といった聖跡 ・聖地を辿 る方法であ り、も う一っは仮頭舞踊チ ャムに残 された痕跡 を辿 るこ と

である。

ブータンのチ ャムの起源をひ も解 くと、グル ・リンポチェ と、後のペーマ ・リンパにまっわる

ものが多 く、ブータン社会のなかで も非常に重要視 されてきた ことが分 かる。 グル ・リンポチェ

はチベ ッ ト仏教文化圏では言わず と知れた8世 紀の聖者 であるが、ペーマ ・リンパは15世 紀半ば

にブータンで生まれた高僧であ り、グルがブータン国内の各地に埋蔵 した と伝 え られる数多 くの

秘仏や経典を見つけ出 した埋蔵宝典発掘者(テ ル トェン)で ある。彼はブータン国内ではグル ・

リンポチェに次いで良 く知 られた高僧であ り、彼 にまっわる逸話や聖跡 も多い。 また、ブータン

社会でいわゆる高貴な家柄 とされ る家系の多 くは、何 らかの形でペーマ ・リンパ の系譜 に連なる

といわれ る。 ちなみ に、現在 ブー タンを統べ るワンチ ュック王家 もまた、中央ブ.___..タンで生まれ

たこの高僧 の系譜 に繋がる者 として 自らを位置付 けてお り、ペーマ ・リンパはブー タン人 にとっ

ては極 めて身近な聖者 である といえるだろ う。

2.ブ ー タ ン社 会 にお け る聖 俗 の境 界

ブータンにおいてもチャムは、チベ ッ トやモ ンゴルのそれ と同様、基本的 には人 を瞑想 によら

ず悟 りの境地へ と導 く四つの ヴァジラヤナの教 えの一つ として位置づ けられてお り、人々はチャ

ムを見ることで苦 しみの輪廻か ら開放 され、祝福 を得 ると考 えられてい る。 しか しなが ら、ブー

タン各地で組織 され るツェチュ祭1を みてい くとき、チ ャムの担い手が宗教界に属する僧侶 だけで

はないことに気づか され る。

ブータン国王の命 により長 らくブー タンのチ ャムを統括 ・指導 してきたダシ ョー ・シテ ・ドル

ジ氏 によると、現在のブー タンのチャムは神 の領域(thegodlykind)に 属す るものと人 の領域

(thehumankind)に 属す るものの二種類に分類できるとい う[Dorji2001]。 そ して人の領域に

属す る仮頭舞踊は一般 に

ベチャム と呼ばれる。 ト

ンサ県のゾン(仏 教僧院

を兼ねた地方行政府で城

塞型 の建造物)で の聞き

取 り調査 によれ ば、 トン

サ ・ゾンのチャムでは、

全てのプログラムはゲロ

ン(出 家僧)に よって演

じられ る演 目と、 ミナ ッ

プ(一 般 の村人)に よっ

写 真2ト ンサ ・ゾン全 景(2009年 宮本撮影)
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て演 じられ る演 目とに分 けられてお り、 この ミナ ップによって担われ る演 目が一般にベチャム と

呼ばれ る。

しか しなが ら、チ ャムを取 り入れたツェチュの形が、国内のほ とん どすべての県のゾンに導入

され、 さらに村落社会が所有す る寺院で も取 り入れ られて広 く普及 してきたブータン社会では、

重要 なチャムの演 目は、た とえ僧侶の舞い手が不足 していても、遂行す ること自体 に意味がある

と考 え られている。例 えば、私が村落調査 を行 っている トンサ県のN村 では、全てのチ ャム ・プ

ロ グラ ムをっ っ が な く

遂行す るため、最 も宗教

的 な踊 りの一つ であ り、

一 般 に は僧 侶 のみ しか

演 じるこ とを許 され な

い とされ るシ ャナ(黒

帽)の 踊 りまでも、僧侶

と俗 人 を交 えて演 じら

れていた。

この よ うに、村落社会

で チ ャム にお け る聖俗

の境 界 が限 りな く曖 昧

で あ る背 景 の一 つ と し

ては、ニンマ派仏教文化

が根 強 く残 る とい う社

会 文化 状況 が考 え られ

る。

よ く知 られ るよ うに、

チ ベ ッ ト仏教 のニ ンマ

派 で は基 本 的 に妻 帯が

認 め られてお り、様々な

戒 律 も ドゥク派 のそれ

よ り一般 的 に緩 い とさ

れ る。また、グル ・リン

ポ チ ェの伝説 に多 く残

され るよ うに、仏教を本

写 真3ト ンサ ・ゾンのシャナの踊 り(2009年 宮本撮影)

写真4村 祭りのシャナの踊り(トンサ県2004年 宮本撮影)

格的にブー タンに伝来 させ る契機 となったこの高僧は、各地の土地神や精霊 ・悪霊を調伏 し、そ

れ らを守護神 として取 り込む こ とでブータンの土地に仏教 を浸透 させていった とされ る。 こ うし
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た経緯は、ブータンの各地に残 されたチャム とその継承 の形に残 されてきた。つま り、土着の神 々

や精霊の怒 りを鎮 め、土地の守護神 を讃 えるためのチャムが村落社会では大切 に維持 され てお り、

そ してそれ らのチャムのステ ップが、世襲 のラマ

(つま り妻 帯 した高僧 たちの子孫)に よって維持

されてきた とい う点が、聖俗 の境界 を極 めて往来

可能で書 き換 え可能 なもの としてきたのではない

だろ うか。

例 えば、ブムタン県にある有名 なジャンペ 寺の

ツェチュでは毎年、テル(宝)チ ャム とよばれ る

全裸での踊 りが行われ る。 これは、グル ・リンポ

チ ェが寺の建立を毎夜妨害す る悪霊 の気 を逸 らす

ために全裸で踊 り、その間にグル の妻が寺の建 立

を成功 させた とす る伝説 に基づいて行 われてい る

踊 りである。 このテルチャムの指導 は、 ある高僧

にっ ながる高貴な家柄 とされ る一家の男子 によっ

て代 々引き継がれ てお り、彼 らは宗教的な修行 を

経 ていないにも関わ らず 「ラマ」の尊称で呼ばれ

てきた。 そ して、この同様 の伝説 に基づ くテル チ

15ト ンサ'ソ ンのツエテユでテヤムを拒 輩

する僧 たち(2009年 宮本撮影)

ヤムを維持す る村 が、ブムタン県か ら南西に下った トンサ県に も一つ存在 し、そ こで も同 じラマ

の指導のもと、グルが舞った とされ るチャムが村人 の間でひそかに継承 され てい る。

しか しなが ら、ブー タンの地域社会 におけるこ うした実態 とは別 に、現在 トンサ ・ゾンな どの

政府直轄 の僧院で行われてい るチャムには、 ドウク派の影響が色濃 く表れている。それ はつま り

聖俗 の境界の明確化 と、仏教の神々 と(ペ ルデ ンラモな ど王家が国家の守護神 と認 めた神々以外

の)土 着 の神々 との差別

化である。 こ うした方向

性 を持ちなが ら、 ワンチ

ュ ック王家 の下ではチ ャ

ムもまた、その標準化 と

規格化が試 み られてい く

よ うになった。 トンサ ・

ゾンの僧院組織 の行政官

であるペマ ・デン ドゥッ

プ氏 によれば、「ゾンにお

写真6ト ンサ・ゾンの2階 からチャムを鑑賞する人(2009年 宮本撮影)
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けるツェチュ」 とい う現在の祭 りの形は第2代 国王によって導入 され、それ が徐 々に主要な県の

ゾンに拡大 していった とのことであるが、そ うだ とすれば、チ ャムを含 むツェチュそのものが、

ブー タンにおいては国民統合のツール となることを期待 されて きた といえるだろ う。チ ャムの統

合 ・規格化 によ り、国家 によって正統性 を認 め られ た ドゥク派のチャムを各地のゾンでのツェチ

ュを とお して国民皆が鑑賞 し、祝福 を受 けるとい う状況は、国民形成 にとって不可欠 な 「共通の

記憶 と体験」 とを人々に共有 させ ることにもつながったか らである。

3.俗 人 に よ る踊 り、ベ チ ャ ム の 全 国 的 な展 開

上述のシテ ・ドルジ氏 による と[Dorji2001]、 現在僧院やゾンの中で 「ベチャム」 として分類

され る舞踊 は、古 くは国王 の従者 であったベガルパまたは政府 の役人 によって踊 られていた とい

う。 またその当時、ベチャムはゾンか各地 の寺や僧 院でのみ、つま り宗教儀式の間 にのみ演 じら

れていた とい う。つ ま り、当時のチ ャムには、踊 り手の聖俗 を問わず、宗教的な儀礼 としての部

分が多分に維持 されていた とい うこ とである。 しか しなが ら、第三代国王ジグメ ・ドル ジ ・ワン

チ ュックが鎖国政策 を見直 して近代 開発に着手 した1961年 以降、ベガルパ によって担われていた

踊 りは宗教儀礼か らは切 り離 され、独立 した形で、宗教的なセ レモニー以外 の場所で も演 じられ

るよ うになってい く。

さらに、1967年 に政

府 の中に仮 面舞踊局 が

作 られ て以降 は、チ ャ

ムは国民文化 を代表す

る文化 的資源 として、

舞踊 と して の側面 を ク

ローズァ ップ され てい

く の で あ る。 先 の シ

テ ・ドル ジに よると、

こ うした制度化 と標準

化の試み の過程 で、チ

ャムのシステ ムには多
写真7村 祭 りのラクシャマチャム(トンサ 県N村 ・2004年 宮本撮影)

くの改良が加 えられ、現在の形へ と定着 していった とい う。

現在までに多 くのゾンで俗人が担 当 してい るチャムには、主 にラクシャマチャム、 ドラミツェ

ンガチ ャム、ペ リンギンスム、ギンツォ リン、パチ ャム、シャザム、 ドウルダ、ポレモ レ、シャ

ヲシャチ等 があげ られ るが、これ らのチャムは、元来は トンサのベ チャムでのみ演 じられていた

とい う。例えば首都テ ィンプーのラモイ ・ドゥプチェンの祭 りではベチ ャムは存在せず、僧侶に

よる宗教儀礼 としてのチャムのみが執 り行われていたのである。
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当時、 トンサ以外でベ

チ ャムを導入 していたの

は、パ ロとダガナのみで

あった。 これ らの地域 は

シ ャブ ドゥンの チ ョシ

(聖俗二頭体制)の 時代

から東部 ・西部 ・南部の

3地 域 をそれぞれ統括す

る行政府 とその長(ペ ン

ロップ)が 置かれていた

地域である。つま りベチ

ャムは、当時は、実際に

多 くの従者(ベ ガルパ)

写真8ト ンサ ・ゾンのラクシャマチャム(2009年 宮本撮影)

を持 つ こ とので きた限 られ たペ ン ロ ップ とゾ ンの み が組 織 可 能 な チ ャム で あ った とい える だ ろ う。

しか し、 このベ チ ャ ムは その後1954年 に首都 テ ィンプ ー の ドムチ ェへ の導 入 を皮 切 りに 、1961

年 に東 の タシ ガ ン、1962年 に 中央 のモ ンガル 、1967年 に西 の ワンデ ィ フォ ダ ン、1985年 に北部

のル ンチ、1986年 に南東 のペ マ ガ ツ ェル 、1988年 に南 のチ ラン、1990年 にイ ン ド国境 地域 のサ

ム ドル ップ ・ジ ョンカル に も導 入 され 、ブー タ ン全 国 へ と拡 大 して い った[Dorji2001]。 そ して、

こ うしたベ チ ャ ムの導入 は、各地 のツ ェチ ュ祭 自体 の繁 栄 に も繋 が っ てい っ たの で あ る。(図2参

照)

Administrative Map 

   of  Bhutan

図2ベ チャムの全国的な展開(宮 本作成)
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国民統合 とい う点か らみる と、80年 代後半にか けて政府がブー タン南部 に集 中的に国民舞踊 と

してのベ チャムを導入 していった とい う事実は興味深い。 とい うのも、この時期 、政府 は国内の

ネパール系人 口の割合の高 さに危機感 を募 らせ、積極的な伝統文化保護政策 を導入す るとともに

不法移民の追放 とい う名 目での移民排 除を実行 して、ネパール系住民が多 く居住す るブー タン南

部一帯は、その主なターゲッ トとなっていたか らである。 そ うした点か らも、ベチャムの全国的

な展開の背景 に、国民 を啓蒙 し、彼 らか ら仏教伝統 に基づ く国民文化に対す る尊重や愛着 を引き

出 し醸成 したい とす る政府 の意図を見出す ことは難 しい ことではないだろ う。2

また、仮面舞踊局 の設 立 と前後 して、上述の トンサのベチャムに加 え、パ ロ県か らのゲン ドウ

クパ ヲ、デ ギャッチャム、ブムタン県の ウラ郡か らはツェリンチェンガ、スムタンツェンチャム、

タンシビポ レモ レ、同 じくブムタンのチ ョコル郡か らはタンビバルチ ャム、ジャンバ ラカンセン

ゲチ ャム、タムシンペ リンチャム、パ ッチャムが、同ブムタンのタン郡か らはヤクチ ャムの19

演 目が国家舞踊 として認定 された。 さらに、 タクセ ンチ ュン ドゥチャムやチュンツ ァムのよ うな

新 しい舞踊 もまた導入 された。[Dorji2001]

こ うしたベ チャムの演 目とその起源 を辿っても明 らかなよ うに、当初 か らブー タンに存在 して

いたチャムは、各県や村 によって異 なってお り、特にグル ・リンポチェやペーマ ・リンパゆか り

の伝説 が数多 く残 るブムタン県や トンサ県では多様性が維持 されていたが、現在 ではそれ らの間

の差異 は薄れ、チャムは一程度標準化 された形で全国に展開 していったのである。

4.ベ ガ ル パ か ら ミナ ップへ

さて、第三代国王が開発 に着手 した50年 代か ら60年 代には様々な制度改革が行 われ ていった

が、ベ チャムの展開 もまたその一環 として考 えることがで きる。 しか し、後の税制改革(物 納か

ら現金納へ)に よって労

役が削減 され 、伝統的な

ゴ(男 性用 の民族衣装)

を着 用 した 国 王 の従 者

(ベガルパ)た ちが西洋

の制服 を身 に付 けたスマ

ー トな親衛 隊へ と姿 を変

えてい くなかで、ベチ ャ

ムの担い手 もまた否応 な

く変遷 していった。現在

までに各地のゾンで は、

宗教的 なチ ャムを出家僧

写真9ト ンサ・ゾンのべ・チャムのために近隣の村から集められた舞手たち。

幕間には更衣場所の隅で昼食や飲み物をとって寛ぐ。(2009年 宮本撮影)
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たちが担 う一方で、ベガルパによって担われ てきた踊 りを今度は地域 の村人(ミ ナ ップ)が 担 う

よ うになってい る。

その組織方法 は地域 によって異 なるが、 トンサ県のゾンの例に よれば、ゾンが村人か ら徴発す

るのは、ベチャムを踊 る男性の踊 り手たち とアツァラ(道 化)役 の男性の演者 たち、そ して女性

の歌い手である。

ベ チ ャ ムの 踊 り手 と

ア ツ ァラの演 者 は各郡

や 村 の ツ ェチ ュ での達

者 な踊 り手 な どを 中心

に選出 され 、毎年決 まっ

た者 が行 くことが多い。

他方で、劇間に民俗歌謡

を披 露す る女性 の歌 い

手たちは、毎年一つの郡

か ら歌 の 上手 い者 が代

表 として集め られる。女

性の歌い手は、毎年郡の

持 ち回 りで行 われ るた

め、数年に一度 の負担 と

なっている。

僧 侶 と俗 人 の どち ら

でも、チャムの踊 り手全

員 の な かで最 も能 力 の

あ る者 はチ ャンペ ンお

よび チ ャ ムジ ュ と して

選抜 され る。前者が一番

手 と して列 の 先鋒 を務

め、後者は二番手 として

殿を務める。彼 らは熟練

した踊 り手 として演者

全体 を率いる とともに、

演者の指導に 当た るこ

写真10ト ンサ・ゾンに集められた女性たち。全員女性用の国民服キラを身

につけ、正装用のスカーフ(ラチュ)を掛ける。写真のように揃いのキラを纏う

場合もある。(2009年 宮本撮影)

写真11年 一度のチャムのために覆布を外され準備された仮頭(トンサ県N

村2004年 宮本撮影)

とを義務付 けられている。道化役 のアツァラは一般 に俗人によって演 じられ るが、チ ャム とチャ

ムの間で即興劇な どを演 じて余興 を担 うと同時に、プログラム全体の進行役であ り、また時にべ

64



チャムの演者 として も活躍す る。アツァラ役 の演者 は したが ってツェチュ全体の構成や個 々の演

目ついての深 い知識 が必要 とされ、 リーダ格 のアツァラは しば しば前のチャンペンやチャムジュ

であ るこ とが多い。彼 らは時 にベチャムの指導者 として も活躍 し、チャム全体において不可欠 な

役割 を果たす のである。

さて、郡 か ら徴発 され た演者 たちは、ツェチ ュのお よそ1カ.月 前か ら毎 日ゾンへ と通い練習に

明 け暮れ るこ とになる。毎 日、昼休憩 をは さんで朝8:30か ら夕方5:00ま でが練習時間 として

決め られている。ブー タンの村落地域ではまだ自動車道が整備 されていない場所が多 く、遠隔地

の村人 に とってはゾンのある中心地へ容易にアクセスできない場合 も多い。 そのため、 トンサ ・

ゾン周辺の知人 の家に泊 り、通 う者 も少な くない。 ゾンの構造はシャブ ドゥン時代の伝統を維持

してお り、建物 の半分 は宗教界 に属 し僧院 として構成 され 、半分 は世俗界に属 して県 の行政府 と

しての機能 を担 っている。僧院 を含 むゾンには、従って、一般の者 は泊れない決ま りとなってい

る。参加者たちは練習 日も本番 も一律 日当100ヌ ル タム(日 本 円で約200円 か ら250円)を 与 え

られ、祭 りの当 日は昼食が供給 され る。 こ うした レー トは近年のブー タンの標準的な 日当に比較

して も決 して高額ではな く、移動や宿泊 に際す る費用 を考えるとほぼ無償労働 に近 く、特に遠隔

地 の村人 には大 きな負担 となっているよ うだ。3

また、 ゾンでのツェチ

ュ とは別 に村 の ラ カ ン

(寺)で 伝統的 にチ ャム

を取 り入れたツェチ ュを

開催 してきた地域では、

村単位 のツェチュ と県単

位 のツェチ ュとの開催時

期が重なることで踊 り手

をゾンに奪 われて しまい

4
、ときに共存が困難 とな

ってい る。 こうした状況

においては、村側 が開催

日を(仏 教カ レンダー に

お ける 「よき 日」か ら)

写真12ト ンサ 県N村 のツェチュにて。チャムの踊 り手とアツァラ。

(2004年 宮本 撮影)

ず らし、延期す るな どして妥協 を迫 られ ることにな る。このよ うに、ツェチュを 「ブータン文化」

の要 として保護 ・推進 してきた政府の文化政策 の下、ゾンのツェチュが地域の共同体 の成員 を巻

き込んで中央集権的 に管理 ・整備 されてい く一方で、村落社会のツェチュもまた様々な形で変容

を迫 られつつある といえるだろ う。

65



参考資料

Dorji, S., 2001, The Origin and Description  of  Bhutanese Mask Dances, Thimphu. 

Tashi Dema, 2010, "Behind the masks and dances"in Kuesensel, Mar 14.

宮本万里、2009年(a)、 『自然保護 をめ ぐる文化 の政治一 ブー タン牧畜 民の生活 ・信仰 ・環境政策一』

風響社。

宮本万里、2009年(b)、 「ブー タンの変遷一 依存 を通 じた 自立の戦略一 」『東洋文化』第89号 、323-338

頁。

宮本万里、2008年 、「森林放 牧 と牛の屠殺 をめ ぐる文化 の政 治一 現代 ブー タ ンの国立公 園にお ける環

境 政策 と牧畜民一 」『南アジア研 究』第20号 、77-99頁 。

宮本 万里、2007年 、 「現代 ブー タンにお け るネイ シ ョン形成:文 化 ・環境 政策か らみ た 自画像の ポ リ

テ ィクス」『人文 学報』第94号 、77-100頁 。

1グ ル ・リンポチェに因み、毎月の十 日前後に各地の寺院で取 り行われる祭祀の総称。政府直轄の僧院のほか、村の寺や私有

の寺院でも催 される。チャムを伴 う大規模なツェチュは概ね年に一度、しばしば秋から春にかけて取 り行われる。

2現 代ブータンの国民形成における文化政策の位置づけ等に関しては宮本[2007 ,2009b]に 詳 しい。
3ト ンサ県やブムタン県では、グル ・リンポチェやペーマ ・リンパゆかりの寺院が多く点在 し、地域社会が古くから独 自に

様々な祭祀や儀礼を実施 してきたため、個々の共同体の内部に踊 り手を養成す るシステムが既に醸成 されていたといってよい

だろう。 しかし、南部のチランなど地域に伝統的な仏教寺院の少ない地域では、ゾンでのツェチュに際して踊 り手の訓練や募

集が非常に難 しくなっており、(賃 金は支払われるものの)し ばしば強制力 と懲罰(罰 金や警察への告発など)を 伴 う徴発の形

で人員確保が行われている【Kuensel2010Mar14]。 学校教育の浸透等で人手不足が急速に進行するなか、集中的な訓練のため

に長期間家を空けなければならない担い手には大きな負担が課せ られているといえるだろう。地域住民の協力や貢献を不可欠

として中央集権的に構築されてきたゾンのツェチュとチャムは、(パ ロやティンプーなどの観光化 したツェチュ以外のケースで

は特に)人 手 と資金の不足によって現在大きな岐路に立ちつつある。

4こ れ らの祭祀の開催時期はブータン暦(太 陽太陰暦に近い暦)の カレンダーに沿って10日 か ら15日 付近に決められること

が多く農閑期にはゾンと村で開催 日が重なることも多い。
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